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法政フェア2026でお会いしましょう！ 法政フェア2026は2026年秋の開催を予定しています。
詳しい日程は2026年春頃に法政大学ウェブサイトに掲載いたします。
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募金の種類や税制上の優遇措置などの情報を掲載しています。

法政　寄付 検 索

法政フェア ― 法政がもっと近くなる日

卒業生をはじめとする本学にご縁のある皆さまに、法政大学をもっと好きになっていただきたい――。そんな思いを込め
たホームカミングデー「法政フェア2025」が、9月6日（土）に市ケ谷キャンパスで開催されました。当日は晴天に恵まれ、
朝早くから1,500人を超える来場者がキャンパスを訪れました。卒業周年行事に始まり、学生によるキャンパスツアー、ボ
ランティア団体の展示、体験型企画、サークルによるパフォーマンス、福引大抽選会、そしてクロージングイベントに至る
まで、一日を通じて活気あふれる催しが繰り広げられました。本ニューズレターでは、その模様を振り返ってご紹介します。

ダイアナ・コー総長の閉会宣言

法政大学の

“旬”な情報が
メールで届く！法政大学

メールマガジン
法政大学
メールマガジン
４つの
特典

特典１ 登録料・年会費無料

特典 2 春夏秋冬の年４回法政大学の旬な情報をお届け

特典 3 登録者限定企画をご用意

特典4 【寄付者限定】募金特別号をお届け

メール会員絶賛募集中！メール会員絶賛募集中！

みなさまのご登録をお待ちしております ！みなさまのご登録をお待ちしております ！

登録方法は
カンタン！

二次元コード
からアクセス！

「法政フェア2025」では、卒業生、在学生、

進学希望者、地域の方々に加え、そのご家

族やご友人など、世代や立場を超えた多く

の“法政ファン”が市ケ谷キャンパスに一堂

に会し、様々な企画体験や来場者同士の交

流、学生・教職員との触れ合いを通して、法

政大学の魅力や学ぶ喜びを共有するととも

に、たくさんの笑顔と感動をお届けするホー

ムカミングイベントとなりました。

また、法政フェアは単なるホームカミング

イベントではなく、法政大学校歌で「よき師

よき友つどひ結べり」と歌われるように、世

代や地域を超えた“法政ファン”をつなぐ場

であることを改めて感じさせる一日となり

ました。

一年後の「法政フェア2026」で“法政ファン”

の皆さまにお会いできることを楽しみにお

待ちしております！

結び ―「よき師よき友つどひ結べり」

ダイジェスト動画（6分間程度）を
大学公式YouTubeで公開中！

法政フェア2025 
in市ケ谷キャンパス

法政フェア
2025 

in 市ケ谷キャンパス
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二次元コードから
アクセス！

気軽に記念撮影を楽しめ、思わず写真を撮

りたくなる工夫が随所に盛り込まれたフォ

トスポットが設置され、大変な賑わいとな

りました。大学のシンボルを背景にしたも

のや、顔出しパネルなどが並ぶなか、特に

注目を集めたのは大学公式キャラクター・

えこぴょんです。登場すると「一緒に撮りた

い！」と長い行列ができるほどの人気ぶりで、

家族連れや旧友同士が笑顔で撮影する姿が

印象的でした。7年ぶりに同期と訪れたと

いう女性は、笑顔でこう語ってくれました。

「在学中は入れなかったボアソナードタワー

26階のスカイホールに入れたのは本当に嬉

しかったです。今回のフェアは、これを一

番の目的に来ました。美しい景色とえこぴょ

んと一緒に写真を撮ることができて、とて

もいい思い出になりました。」

自身もえこぴょんのファンでこのフォトス

ポットを企画した碓井春希さん（法学部4年）

は、「大好きなえこぴょんの企画に携わるこ

とができて大変光栄です。今日は多くの世

代の方と話す機会に恵まれ、法政は、在学

生はもちろん卒業生など幅広い層に愛され

ていることを実感しました。祖父母や親か

ら子や孫の世代まで、何代にもわたり法政

と関わっていただけることを願っています。

今回の企画が、その一助となれば幸いで

す。」と振り返りました。

フォトスポット ―思い出を形に

企画したえこぴょんファンの碓井春希さん（法学部4年）

えこぴょんとの撮影は常に大人気！



ご来場の皆さまに「法政フェアチャリティ

募金」へのご協力をお願いし、ご寄付をい

ただいた方を対象に、福引大抽選会を実施

しました。えこぴょんグッズや全国の卒業

生が手がける特産品など、魅力ある商品が

多数そろい、当選番号が呼ばれるたびに会

場から歓声や拍手が沸き起こりました。く

じを握りしめて発表を待つ人の期待に満ち

た表情や、惜しくも一桁違いで外れて残念

がる姿など、会場は終始大きな盛り上がり

を見せました。なお、皆さまからのご寄付

は「HOSEIみらい募金」として大学の教育・

研究活動の拡充に活用されるものであり、

楽しい抽選会でのひとときが、“みらい”の

法政を支える力につながっています。

お楽しみ福引大抽選会 ―盛り上がりの瞬間

法政フェア ― 法政がもっと近くなる日

在学生が案内するキャンパスツアーでは、

建物にまつわる雑学クイズや暑い中歩く参

加者への気遣いを交えながら、幅広い参加

者に最新の施設や歴史ある建物を紹介しま

した。参加した卒業生からは「長い年月が

経っても、大学がこうして発展しているの

を見ると誇らしい気持ちになります」、家族

で参加していた進学志望の高校生からは

「自分の大学生活がイメージできてワクワク

しました」との声をお聞きしました。

日頃オープンキャンパスでもツアーを担当

している國光紗耶さん（デザイン工学部3年）

は「強い責任感を持ってツアーを担当し、参

加者の皆さまに大学をより身近に感じても

らい、親しみを持っていただけるよう心が

けています。単に施設を案内するだけでな

く、学生生活の楽しさや学びの魅力、キャン

パスでの過ごし方など、具体的なエピソー

ドを交えて伝えることで、大学の魅力を感

じていただけることが自分の誇りです。」と

笑顔で語ってくれました。

学生によるキャンパスツアー ―母校の新しい姿に触れる

お笑いサークル「HOS」が漫才やコントを

通して会場を盛り上げ、来場者の皆さん

に笑顔を届けました。ネタの準備やリハー

サルを重ね、タイミングや間の取り方に

工夫を凝らすことで、観ている人が思わ

ず笑ってしまう瞬間を作ることを大切に

していることを感じさせる「HOS」の舞台。

「思わず笑ってしまった」「元気をもらえ

た」「楽しい時間を過ごせた」といった声

があちらこちらから聞こえてきました。

お笑いサークル ―会場を沸かせる笑い

舞台ではYOSAKOIソーランサークル

「鳳遙恋」による迫力あるよさこいソー

ランの演舞が披露され、力強い掛け声と

息の合った動きで来場者からは大きな拍

手が送られました。

「舞台狭しと繰り広げられる迫力ある演

舞に思わず引き込まれ、学生のエネル

ギーが伝わってきた」「鳴子の音と色鮮や

かな衣装が素敵だった」といった声も多

く聞かれました。

よさこいソーランサークル ―華やかな演舞

次いで応援団による力強い掛け声と演舞

が繰り広げられました。校歌や応援歌が

始まると、自然と手拍子や合いの手が沸

き起こり、会場は大きな一体感に包まれ

ます。ユーモアを交えながらも迫力あふ

れる応援団リーダー部の姿、絶えぬ笑顔

と若さあふれるチアの演技、そして統率

の取れたブラスバンドの演奏が加わり、

空気はさらに盛り上がりました。校歌斉

唱の場面では、皆誇り高く片手を掲げ、

来場した卒業生の中には思わず目を潤ま

せる人も見られました。最後の応援歌が

響くと、会場はオレンジの法政カラーの

タオルや持ち物を振り、世代を超えて会

場がひとつになった瞬間は、この日なら

ではの感動を刻む場面となりました。

応援団 ―伝統の力強さ
ボランティア団体「VSP」による活動展示

ブースでは、日頃の取り組みや地域社会と

のつながりを紹介し、来場者が足を止めて

熱心に見入っていました。さらに、パラリ

ンピックの公式種目であり世代や障がいの

有無を超えて誰もが楽しめる「ボッチャ」

を体験できる企画も実施。子どもから大人

まで幅広い世代が参加し、ルールを学びな

がら真剣に投球する姿や、思わぬプレーに

歓声が上がる場面も見られました。スポー

ツを通して共生社会の意義を身近に感じら

れる機会となり、参加者からは「誰とでも

一緒に楽しめるのが魅力」「ルールを知ると

奥深い」といった声が寄せられました。

企画を担当したVSP代表の重永等さん（法

学部3年）は「地元のお祭りなどでもボッ

チャを体験していただいており、今回の

フェアでも来場者の皆さまに楽しんでい

ただきたく企画しました。ボッチャは力の

強弱や年齢などに関係なく誰でも楽しめ、

参加者同士が自然と一体感を味わえるス

ポーツです。私たちはこうした企画や展

示を通して、ボランティアは難しいもので

はなく身近に感じられる活動であること、

少し立ち止まって“ボランティアってなん

だろう”と考えていただけるきっかけにし

ていただけたら嬉しいです。」との思いを

寄せました。

ボランティア団体展示・「ボッチャ」体験 ―地域とともに歩む学生の姿

次 と々発表される当選番号に会場は沸き立ちました。 パンフレットを手に。抽選会の受付、お疲れさまでした！

活動展示の前で。VSP代表 重永等さん（法学部3年）

ボッチャ体験企画。まずはルールをわかりやすく説明します。

ガイドのひとり、國光紗耶さん（デザイン工学部3年） ガイドがキャンパスの魅力を伝えます。

お笑いサークル「HOS」の漫才。

「鳳遙恋」によるよさこいソーランの演舞。

応援団長の声が高らかに響き渡ります。 校歌斉唱では皆さん立ち上がって、会場がひとつに !

学生団体パフォーマンス

卒業から30年、40年、50年を迎えた卒業

生の皆さまをキャンパスにお招きし、記念

式典、記念セミナーと懇親会を開催しまし

た。記念式典にはダイアナ・コー総長と竹

中宣雄校友会会長が出席し、参加した卒業

生に向けてお祝いの言葉を贈られました。

対象となる卒業生には6月に招待状をお送

りし、この日は400名を超える方にご参加

いただきました。開場前から続々と卒業生

が集まり、再会を心待ちにしていた方々が

「久しぶり！」と笑顔で声をかけ合う姿、近

況報告や「この辺りもだいぶ変わったね」

といった会話があちこちで弾み、当時の写

真を持ち寄り思い出話に花を咲かせる場面

もありました。卒業生の一人は、「久しぶり

に母校を訪れ、総長の言葉を直接聞いて胸

が熱くなりました。変わらず迎えてくれる

大学に感謝しています」と感想を寄せてく

ださいました。

特に卒業50年を迎える卒

業生からは、半世紀の時

を経て新たに整備された

施設や設備を目にし、「こ

んなに変わったのか」と

驚きや喜びの声をあげる

方も多く、大学の発展を

実感していただける機会

ともなりました。卒業生

の皆さまが永きにわたり母校を支えてく

ださることは何よりの財産です。今回の

式典が、在りし日の思い出を分かち合い、

これからも大学と卒業生をつなぐ大切な

時間となったことを嬉しく思います。

卒業30年、40年、50年を祝う記念行事 ―卒業生をつなぐ絆

懇親会で旧交を温めました。




